
平
成
28
年
第
２
回
定
例
会

　
　
　
　
　
　
　
（
予
定
）

６
月
３
日（
金
）
開
会

６
月
９
日（
木
）
一
般
質
問

６
月
10
日（
金
）
一
般
質
問

６
月
13
日（
月
）
一
般
質
問
、

　
　
　
　
　
　

 

議
案
質
疑
、 

　
　
　
　
　
　

委
員
会
付
託
、

６
月
14
日（
火
）
常
任
委
員
会

６
月
15
日（
水
）
常
任
委
員
会

６
月
21
日（
火
）
閉
会

※ 

日
程
は
変
更
に
な
る
こ
と

が
あ
り
ま
す
。

委
員
長　

和
田　

喜
治

副
委
員
長　

並
木　

幹
男

委　
　

員　

行
木　

三
郎

委　
　

員　

長
谷
部
竜
作

委　
　

員　

石
川　

和
久

委　
　

員　

並
木　

一
寅

議
会
だ
よ
り
編
集
委
員
会

　

今
回
は
、
平
成
28
年
３
月

に
行
わ
れ
た
第
１
回
定
例
会

に
つ
い
て
編
集
し
ま
し
た
。

　

議
会
だ
よ
り
編
集
委
員
会

は
、
よ
り
読
み
や
す
く
、
わ

か
り
や
す
い
議
会
だ
よ
り
づ

く
り
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

　

皆
さ
ん
の
ご
意
見
・
ご
感

想
を
お
聞
か
せ
く
だ
さ
い
。

　

平
成
28
年
１
月
27
日
及
び

28
日
の
２
日
に
わ
た
り
、
防

災
・
復
興
対
策
特
別
委
員
会

の
視
察
研
修
を
行
い
ま
し
た
。

　

神
奈
川
県
茅
ケ
崎
市
で
は
、

防
災
ラ
ジ
オ
に
つ
い
て
研
修

し
ま
し
た
。

　

防
災
行
政
用
無
線
の
難
聴

地
域
を
解
消
す
る
た
め
に
導

入
さ
れ
た
防
災
ラ
ジ
オ
は
、

普
段
は
ラ
ジ
オ
と
し
て
利
用

で
き
ま
す
が
、
緊
急
地
震
速

報
や
市
か
ら
の
防
災
情
報
な

ど
を
受
信
し
た
場
合
に
は
自

動
的
に
放
送
が
流
れ
る
よ
う

に
な
っ
て
い
た
り
、
繰
り
返

し
内
容
を
聞
く
こ
と
が
で
き

る
な
ど
工
夫
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

当
市
で
も
防
災
無
線
が
聴

き
づ
ら
い
場
所
が
あ
る
こ
と

か
ら
、
大
変
興
味
深
い
取
り

組
み
だ
と
思
い
ま
し
た
。

　

静
岡
県
袋
井
市
で
は
、
命

山
整
備
事
業
に
つ
い
て
研
修

し
ま
し
た
。

　

命
山
と
は
、
高
潮
な
ど
の

備
え
と
し
て
築
か
れ
た
盛
り

土
形
式
の
避
難
所
の
こ
と
で

す
。
市
内
４
ケ
所
で
建
設
が

進
ん
で
い
る
と
こ
ろ
で
し
た
。 　

平
常
時
に
は
公
園
と
し

て
も
利
用
で
き
る
の
で
、

市
民
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
醸

成
の
場
と
し
て
も
役
立
っ

て
い
る
と
の
こ
と
で
す
。

　

災
害
に
対
す
る
備
え
に

終
わ
り
は
あ
り
ま
せ
ん
。

今
後
の
対
策
を
考
え
て
い

く
上
で
大
変
参
考
と
な
り

ま
し
た
。

　

平
成
28
年
第
１
回
定
例
会
第
３

日
目
に
お
い
て
議
案
付
託
さ
れ
た
、

平
成
28
年
度
各
会
計
予
算
関
係
８

議
案
を
審
査
す
る
た
め
、
予
算
審
査

特
別
委
員
会
が
設
置
さ
れ
ま
し
た
。

能
勢
秋
吉
委
員
長
、
八
角
公
二
副
委

員
長
が
選
任
さ
れ
、
議
長
を
除
く
全

議
員
で
委
員
会
を
構
成
し
、
3
月
７

日
及
び
８
日
の
２
日
間
開
催
さ
れ

ま
し
た
。
市
長
、
関
係
部
長
等
か
ら

説
明
が
あ
り
、
慎
重
に
審
査
を
行
い

ま
し
た
。

（
審
議
結
果
）

議
案
第
45
号
（
原
案
可
決
）

議
案
第
46
号
（
原
案
可
決
）

議
案
第
47
号
（
原
案
可
決
）

議
案
第
48
号
（
原
案
可
決
）

議
案
第
49
号
（
原
案
可
決
）

議
案
第
50
号
（
原
案
可
決
）

議
案
第
51
号
（
原
案
可
決
）

議
案
第
52
号
（
原
案
可
決
）

 

特
別
委
員
会
質
疑
要
約

（
総
務
部
所
管
部
分
）

問問
　

財
産
収
入
が
前
年
度
に
比

べ
て
増
え
た
が
、
何
か
予
定

さ
れ
る
も
の
が
あ
る
の
か
。

答答
　

地
方
債
で
の
運
用
を
現
在

進
め
て
お
り
、
そ
の
利
子
が

増
加
す
る
こ
と
に
よ
る
も
の
で
す
。

問問
　

山
武
市
合
併
10
周
年
記
念

事
業
に
つ
い
て
、
市
政
要
覧

作
成
の
ほ
か
具
体
的
な
実
施
事
業

は
あ
る
か
。

答答
　

記
念
式
典
の
開
催
な
ど
を

検
討
し
て
い
ま
す
。

（
市
民
部
所
管
部
分
）

問問
　

Ｌ
Ｅ
Ｄ
防
犯
灯
の
設
置
率

は
ど
う
か
。
ま
た
、
全
て
Ｌ

Ｅ
Ｄ
化
さ
れ
る
の
は
い
つ
頃
か
。

答答
　

現
在
の
設
置
率
は
74
％
で

す
。
ま
た
、
平
成
30
年
度
に

は
全
て
Ｌ
Ｅ
Ｄ
化
す
る
予
定
で
す
。

問問
　

市
税
等
の
滞
納
件
数
及
び

額
は
ど
の
く
ら
い
か
。

答答
　

平
成
26
年
度
決
算
で

８
千
３
９
７
人
、
額
は

23
億
１
千
４
７
０
万
３
千
２
２
４

円
と
な
っ
て
い
ま
す
。

（
保
健
福
祉
部
所
管
部
分
）

問問
　

高
校
生
等
医
療
費
助
成
事

業
の
減
額
理
由
は
何
か
。

答答
　

平
成
26
年
8
月
か
ら
事
業

を
実
施
し
、
そ
の
実
績
か
ら

精
査
し
た
こ
と
に
よ
る
も
の
で
す
。

問問
　

こ
ど
も
園
等
へ
の
入
所
に

つ
い
て
、
全
員
が
希
望
ど
お

り
の
園
に
入
れ
て
い
る
か
。

答答
　

入
所
希
望
者
は
す
べ
て
受

け
入
れ
て
お
り
、
お
お
む
ね

希
望
ど
お
り
の
園
に
入
れ
て
い
る

の
で
は
な
い
か
と
思
い
ま
す
。

（
都
市
建
設
部
所
管
部
分
）

問問
　

松
尾
駅
周
辺
排
水
対
策
事

業
の
内
容
は
ど
う
い
う
も
の

か
。答答

　

今
年
度
か
ら
基
礎
調
査
を

行
い
ま
し
て
、
駅
前
の
水
路

の
改
修
や
調
整
池
の
設
置
等
の
基

礎
計
画
を
作
り
、
優
先
順
位
を
決

定
し
て
進
め
て
い
き
た
い
と
思
い

ま
す
。

（
教
育
部
所
管
部
分
）

問問
　

給
食
費
の
滞
納
者
数
や
徴

収
率
は
ど
う
か
。

答答
　

滞
納
者
数
は
約
１
０
０
名

で
、
現
年
度
分
の
徴
収
率
に

つ
い
て
は
例
年
99
％
を
確
保
し
て

い
ま
す
。

問問
　

芸
術
文
化
活
動
の
充
実
の

た
め
補
助
事
業
が
あ
る
が
、

現
在
の
芸
術
文
化
協
会
の
団
体
数

は
ど
の
く
ら
い
か
。

答答
　

平
成
27
年
11
月
現
在

で
61
団
体
、
会
員
は

１
千
２
９
９
名
で
す
。

（
経
済
環
境
部
所
管
部
分
）

問問
　

資
源
回
収
運
動
奨
励
事

業
は
子
ど
も
会
の
廃
品

回
収
の
支
援
事
業
か
と
思
う
が
、

実
績
は
ど
う
か
。

答答
　

区
、
自
治
会
、
Ｐ
Ｔ
Ａ
、 

子
ど
も
会
等
が
資
源
回

収
を
実
施
し
た
場
合
に
奨
励

金
を
交
付
す
る
も
の
で
、
登

録
団
体
は
82
団
体
、
支
出
額

は
平
成
28
年
2
月
末
時
点
で

１
３
５
万
７
千
１
５
５
円
で
す
。

編
集
後
記
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別
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予算審査特別委員会の様子

茅ヶ崎市での研修の様子


